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瀬棚線の存績を求める請願

とうなるか目

荊 の鉄 路
瀬
棚
料
的
廃
止
に
つ
い
て
、
同
は
.

9
け
に
テ
ー
ブ
ル
に
つ
く
よ
う
に
と

の
削
古
川
が
あ
り
ま
し
た
.
こ
の
こ
と

に
対
し
、
附
係
治
線
6
町
は
総
会
を

開
悩
ま
だ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
く
時
期

で
は
な
い
と
し
、

6
町
は

8
月
に
請

願
者
名
巡
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
.

そ
の
結
州
市
、

2
万
3
千
人
余
の
署

名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
附
来
航
さ

れ
た
苫
名
簿
を
衆
参
両
院
議
長
に
提

出
す
べ
く
、

M
M
月
日
日
か
ら
は
山
日
に

か
け
て
‘
期
成
会
長

(今
金
町
長
)

刷
会
長

(各
町
長
)
各
町
議
会
議
長

ゃ
い
下
務
局
噌
が
上
京
‘
こ
の
地
域
内

特
殊
性
と
発
展
途
上
で
あ
る
こ
と
の

実
情
を
訴
え
て
き
た
も
の
で
す
。

精
願
内
容
は
I
l
l
1
I
l
l
i
-
-

①
断
側
線
沿
線
は
‘
辺
市
随
一
的
民

業
地
引
で
あ
り
、
引
世
紀
に
向
け
て

軍
裂
な
食
制
作
崎
地
で
あ
る
こ
と
。

克
に
、
川
辺
別
号
線
は
、
来
格
制

区
間
が
多
〈
、
交
通
事
故
多
発
地
計

で
も
あ
り
、
特
別
京
日
地
慌
で
も
あ

り
ま
す
。
国
道

一
次
改
築
未
了
の
地

域
で
完
了
ま
で
長
年
月
を
裂
す
る
こ

》」
。

②
瀬
棚
線
地
刊
は
、
全
道
唯
一
の
道

立
高
校
内
統
合
校
で
あ
る
柏
山
北
高

校
が
あ
り
、
こ
れ
に
通
学
す
る
足
は

問
鉄
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
。

③
日
本
海
側
は
、
屯
要
港
抑
制
棚
港

よ
り
フ
ェ
リ
で
奥
民
治
に
は

l
時

間
刊
分
で
連
絡
し
、
新
幹
線
的
開
通

時
点
で
は
、
雌
山
奥
侃
と
の
述
給
と

し
て
い
虫
必
路
似
で
あ
る
こ
と
。

④
日
本
槻
は
、
内
海
で
あ
り
は
粧
海

峡
を
控
え
、
同
防
上
か
ら
も
奥
尻
山
川

町
存
在
は
極
め
て
量
刑
官
で
あ
る
こ
と
。

• • 

6町住民的署名で訴える請願誓

- 胃 司 ・ 今
圃量 ~I~ 金

一一一
・・・[:コ・・・_....-

E凪圏雲....・彰

町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
功
労

町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
功
労
者
に

対
す
る
表
彰
式
が
日
月
2
日
町
民
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
関
係
者
剖
人
余
り

が
出
府
、
下
記
の

5
名
が
表
彰
さ
れ

た
も
の
で
す
。

議
彬
に
あ
た
り
、
河
端
町
長
か
ら

「
こ
の
表
彰
は
、
町
条
例
に
法
づ
く

も
の
で
、
公
臓
に
ご
尽
力
く
だ
さ

っ

た
万
々
に
対
し
点
移
す
る
も
の
で
あ

り
、
こ
の
選
巧
会
に
あ
た

っ
て
は
万

場

一
致
的
品
川
成
が
仰
ら
れ
決
定
を
比

た
も
の
で
す
。
更
に
、
職
務
の
継
続

に
あ
た
っ
て
は
、
地
万
発
展
と
伝
統

村
神
を
引
継
が
れ
る
こ
と
を
お
願
い

す
る
も
の
で
す
U

と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

今
川
町
議
会
議
長
か
ら
位
「
自
分
の

こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
公
に
尽
す
・
」

と
も
大
切
で
あ
る
。
最
近
の
社
会
風

制
は
自
己
中
心
形
に
な

っ
て
き
て
い

る
。

仰J4

い
て
町
が
発
M脱
胤
安
定
す
る
の
で
は

な
い
か
と
忠
、
う
つ
@
殺
が
町
の
党
誕
の

た
め
に
ご
努
力
く
だ
さ
る
こ
と
を
お

削
い
す
る
J

等
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

功

労

表

彰

者

岸

本

輝

義

氏

(
臼
歳
)
金
原

今
金
町
内
同
業
委
只
と
し
て
制
年
7

月
か
ら
述
航
し
て
製
版
に
抗
任
、
こ

の
問
、
日
年
か
ら

2
則

6
年
間
牒
安

会
民
代
用
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
史

に
、
紡
姉
相
誠
日
や
燥
地
流
動
化
推

進
口
、
今
令
よ
地
改
良
区
役
以
な
ど

臆

任

さ

れ

地

h
t
H
治
の
発
M

皿
、
内
同

盟
の
発
肢
に
H
H

航
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

阪

井

好

氏

(
問
団
必
)
八
束

今
金
町
内
陣
業
委
以
と
し
て
叫
年
7

月
か
ら
連
続
し
て
要
職
に
就
任
、
こ

の
間
、
民
委
民
政
部
会
副
都
会
長
を

務
め
る
一
方
紡
断
相
談
只
唱
良
地

流
動
化
推
進
只
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、

地
万
什
治
発
展
、
出
業
発
川
町
に
一
H
献

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

河

村

昭

夫

氏

(
閉山歳
)
八
峨
町

今
金
町
教
育
安

μと
し
て
引
年
4

月
か
ら
述
枕
し
て
必
臓
に
就
任
、
現

布
教
育
委
只
民
と
し
て
務
め
る

一
万、

今
金
町
商
工
会
長
や
今
金
町
消
防
団

副
団
長
な
ど
歴
任
さ
れ
、
地

h
n治

⑤
全
国
的
な
観
光
袈
衝
地
で
、
そ
の

輸
送
手
段
を
国
鉄
に
頼
っ
て
い
る
路

線
で
あ
る
こ
と
.

⑥
北
尚
道
は
将
来
、
我
が
国
人
口
の

受
け
先
と
し
て
温
暖
な
辺
前
は
故
過

の
地
域
と
与
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
国

鉄
が
盛
要
路
線
と
な
る
こ
と
。

以
上

6
m目
を
掲
げ
、
北
海
道
三

区
選
出
向
衆
参
同
院
議
只
4
名
と
山

下
運
輸
大
臣
に
而
会
、
的
制
則
自
を
提

出
訴
え
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
の
結
川
市
は
、
国
会
が
始
ま
ら

な
い
と
判
明
い
た
し
ま
せ
ん
。

(2 ) 

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
消
火
器
訓
練

こ
れ
は
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
主

催
に
よ
る
も
の
、
州
防
に
指
導
依
頼

し
て

5
月
1
日
月
に
か
け
て
、
各
町

内
向
各
支
部
と
時
四
に
わ
た
り
災
施

し
た
も
の
で
す
.

実
験
材
料
は
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
に

引
火
し
た
場
合
と
州
に
引
大
し
た
場

合
を
想
定
し
て
川
火
活
動
を
央
施
、

主
制
た
ち
は
、
火
や
慨
に
恐
怖
感
が

先
に
た
ち
、
ま
ま
に
な
ら
ぬ
人
や
す

ぐ
消
せ
る
人
な
ど
い
ろ
い
ろ
で
あ
り

ま
し
た
。

あ
る
主
婦
は
.
寸
実
際
、
火
災
に

な
っ
た
場
合
、
冷
静
な
判
断
が
必
要

で
す
が
、
火
を
見
る
と
や
は
り
怖
い

で
す
。
現
実
に
お
き
た
時
ど
う
で
し

ょ
う
ね
l
!
日
な
ど
と
訴
し
て
お
り

ま
し
た
.

川
M
M
M
H
火
災
訓
糾
で
は
な
く
火

災
が
先
生
、
以
凶
は
布
川
ス
ト
ブ

の
加
熱
、
使
用
方
法
的
誤
り
で
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
冷
仰
な
る
判
断
と

一早
ヲ
か
機
転
が
き
い
た
と
言
う
か、

• 
発
展
、
教
育
的
発
展
に
五
献
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

星

加

道

雄

氏

(
印川崎
)
八
楠
町

今
金
町
社
会
教
行
委
以
と
し
て
M
M

年
8
円
か
ら
連
続
日
年
に
わ
た
り
山

献
、
更
に
、
選
挙
管
理
委
員
や
町
民

セ
ン
タ
ー
逆
包
審
議
会
只
、
民
生
委

只
推
郎
会
委
員
、
青
少
年
問
題
協
議

会
委
貝
な
ど
の
公
共
の
職
務
に
村
励

さ
れ
、
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ

ス
ト
ー
ブ
に
毛
布
を
か
け
た
が
消
え

な
か
っ
た
よ
う
で
、
ス
ト
ー
ブ
ご
と

外
に
ほ
う
り
役
げ
、
幸
い
に
し
て
火

災
か
ら
ま
ぬ
が
れ
た
こ
と
で
す
.

州
防
で
は
‘
火
の
も
と
に
は
充
分

注
意
し
て
ほ
し
い
と
話
し
て
お
り
ま

し
た
.

1本書きなが勺

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

吉
田

正

恒
氏

(
mw
成
)
八
崎
町

今
金
町
衛
生
委
只
と
し
て
叫
年
I

H
か
ら
辿
枕
し
て
務
め
ら
れ
‘
地
味

な
環
境
術
生
的
経
備
に
掛
与
、
そ
の

問、

今
金
町
術
生
間
休
連
合
会
々
長

を
歴
任
し
、
組
織
の
育
成
発
展
に
努

め
る
な
ど
公
益
事
業
に
尽
力
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

種
川
婦
人
会
国
民
年
金
優
良
団
体
表
彰

こ
の
受
彰
式
が
叩
凡
初
日
札
悦
厚

生
年
金
会
館
に
お
い
て
、
仲
間
路
知
事

か
ら
附
ら
れ
た
も
の
で
す
。

雌
川
財
人
会
は
‘
昭
和
刊
年
か
ら

図
民
年
金
を
取
敏
い
、
滞
納
も
な
〈

今
日
ま
で
の
永
年
に
わ
た
り
年
金
事

業
の
推
進
に
航
極
的
に
努
力
さ
れ
た

こ
と
。
ま
た
、
発
展
に
多
大
な
る
京

献
を
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ

の
皮
肉
受
彬
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

市
橋
政
子
日
開
川
婦
人
会
長
は
、
ご
」

の
事
業
が
実
施
に
な
っ
て
か
ら
一
度

も
滞
納
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ

て
こ
の
受
彰
と
な
り
ま
し
た
口
と

こ
の
喜
び
を
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

長会

一

人婦吾

車

一

平

一

橋高喜

一

彰

一

受

色
事
務
株
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今
舎
町
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A
a
P
A
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司
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d
h
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4
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A
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7
*
4
4
a
s岳
町

敏
ゐ
暑
が

aun--zpehm検
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f
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昨
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
の
総
決
算
概
要
は
、
歳
入
総
額
出

億

6
千

9
百
万
円

E
ヰ
り
ま
し
た
.

前
年
度

(
幻
)
と
対
比
す
る
と

5

し
て

お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
老
人
保

健
法
の
制
定
や
新
規
水
道
事
業
の
実

施
に
伴
う
も
の
で
あ
り
ま
す

の
ど
お
り
で
あ
り
ま
す
。

ニ
の
内
訳
を
会
計
別
に
見
る

E
次

{決算)一一一ロ昭和58年度財政状況

最大の効果経費で
-昭和58年度特別会計収支
の状況 (附千円}

凶 L(他MH~
険特別会計

1とよMiJJA 
719，137 

簡易木ill'J'， 
業特別会計

名3-1 会

(単位千円)
-昭和58年度決算状況(総括)

歳 出
昭和5~年度 昭初防7年度 比 較

A BIIA-BJC C/B 

続

" :t 3.759冒'17 3.邸4.871 A 105，324 d. 2.7 

国民健康保険1，)別会計1'1<11伶定] 日;'248 63問。724 17.524 2.7 

老 人 保 健 特 別 会 計 528冒022 31，856 496，166 155:8 

由民健成時険特別会計llIiiJ働定) 98人83() ¥，034，851 !:::.. 47.021 4.5 

簡易水道事章特例会計 2∞J<l8 73.341 127，057 17 .3 

小 2.373，498 1，779.772 593.726 33.4 
ゐロ It 6，133，045 5，644，643 488，401 8.7 

歳 入
昭相58年度 昭相57年度 Jt 

'五
A B IIA-BJC C/B 

般 会 計 3， i倒 .499 3.911.105 l:::. 117，却6d. 3.0 

国民鍵f易保険符別会計(事章勤定) 738伺3 65-l∞6 制問7 12.8 

老人保健特別会計 533.659 47，811 485，848 101.6 

国r~nf，)f保険特別会計(施設勘定) 898，288 970，51).1 d. 72，216 1::.7.4 

筒品水、遣事業特別会計 205.401 74.587 130，814 175.4 

小 計 2，375.441 上746.908 628.533 36.0 

含 自オ 2，375，441 1，746，908 628，533 36.0 • (e 

{単位千円}

30，340 

30，165 

24，570 

23.878 

19，938 

9.696 

9，1ω 

7，723 

7.050 

間

印

刷

棚

田

町

田

拍

5，810 

5.732 

5.510 

5.152 

4，ω0 

4.653 

4.52C 

4，340 

4.169 

-昭和58年度の主な事業
〈繍助事業〉

156，911 I神丘6W々道路泊費'f'.t

l関，60-1 1金原 白石再編農盤情遣改善事監

94.130 I 雪ヲ健機械腸入 4~ .$ 

86，019 1稲也 八束左1;1線防古暢詰置I!I主

57，747 I地路調/i事 量

48.670 I地成農政推進対策事章

40四|拙地区11哩E剛開制時

羽 1301公有休盟備'1'11

38.759 I 肉周キ桂官効率改善:目別、家

計 832，870

〈単独事.)

24.7-∞ |老人福祉センターi色町調査事草

17 四|優良黒毛1'11叫入)I~.t

11.1iO I今小プ→ル外情盟114<.11

9おo1量農対;;ll町1111除問111定保育)事章

9 加| 神丘10号級車路補修iJ~~

8，493 I眼光開尭事 11

8，210 I 健民グラノド略担排水量備，~量

8，191 I町民セノター匝上防水補修帯主

7.8∞|幅値投資住主賜入都E

6反"
It 155，3闘

〈遜雪国直信負担金..)

λ来11場盤情事t" 32.849 I台石地E士絶改良総合E飾帯主

神帥地帯邑合土地改良事主 21 醐|鈴金地区排水対策特別11~ f:;

国 S 北楠山左時かんがい緋火盟繍)1~ 1! 17.132 I極川 壷肱小続出俳水対策特別>JI主

国代地区農地問尭捗業 16初9 1 神丘第2畑地帯総合土地民主良事章

企阪地区農地開発事量 15醐|花右開制週路同事業

B;U免道路M備事章 11.245 I飾S主連絡休道奥宙線開E水量

初回砲区農地開尭直路盤備本章 9脳 |日進第2開拓地盤備{依催問水)事章

鈴壷良免道路E協事業 9，瑚|出11旭区俳水対策符別事量

計 116，548

壷l院小学校改築事量

壷{原地区農村基盤総合虫偏JドE

t人福祉セ/ター建設事輩

舗市計画図ft線街路市t章

山付f世!11tH本海:fi符別対策本主

旭幸S車道路改良舗裳本章

悶代線道路改良事業

盟図線直路改良事量

奥光台線開伐休遣事E

総体全面食裳外1*盤備本軍

金原小池町調査 外構E姻事t

"宮開'-ii及び取'1外いf<量

大相南北健道路改良舗笈事業

事事置渇東西線道路改良舗装すも宜

乎節労務対策事.v;

庁告車上防水補修司、主

町道維持補修事業

高見線道路改良舗裁事量

旧明治乳章工，~解体事業

昭和58年度一般会計財源の構成状況

か抑金川"争時 119(1，10:・1
他問料 r:Hll!l.l制(;.3"bi 単位 千円)
" ，収入 75.1j();(2.0'!-，;)

線‘'"2¥時1(0.6%)
総人i': 3.2日(O.I~.. 

-目的5JI]歳出のIHJ民1人当りの使いみち

科 自 決 算 額 l人当リ l世帯当り
千円構成I! 円 PJI 

議 全 n 53，631 1.5 ~i> 6.194 20，868 ! 

総 務 'I! 475，654 13.3 54，932 185，079 I 

民 生 世 380，592 10.7 43，953 148，090 

i~j 生 n 206，393 5.8 23，836 80，309 

労 働 11 10，154 0.3 1，173 3，953 

農林水産業'11 678，940 19.0 78，409 264，179 

商 工 !~ 30，496 0.8 3，522 II ，866 

土 木 '11 520，346 14.6 60，093 202，469 

z育 防 j~ 110，044 3.1 12，7日9 42，819 

教 宵 Yl 649，373 18.2 74，994 252，674 

災害復旧世 50，135 1.4 5，790 19，5日B

/ム1‘ 侃 世 405，276 11.3 46，804 157，695 

計 3，571，038 100.0 412，408 1，389，509 

制

(収入車)

歳 出 総額

(支 出再三)

政入歳 出差引 制

明年l主へ雌 り越すべ
き拙 此 之l'>.j位向肘 i).G!

家 'l'i:収支制(イ)

lj 年度収支

41'1 立金

尖 'l'i.単年度収支制

一般会計繰入金何)

rq..& 'J I収 支矧(イーロ)

2日0，759

657，248 

91.4% 

200，398 

99.8% 

5，003 

205，401 

102.3% 

80，845 

80，845 

66，563 

738，093 

102.6% 

古ii

古Ii

総

釘

t1. 

入品定

子

~k 

1，954 

68，517 

50.000 

4，511 

19，088 

14，577 ど，18，517 

百in

昭和58年度歳出款別決算の構成状況

議会11創刊1(1.5%) 舶は下問)
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(59. 3.31現在的人口 、世荷数)

・町民1人当たり及びl世
・納税義務者l人当たり町民税負担額 帯当たり町民税負担額

(111.位円単位円)

58年立 11 区 分 |昭和5昨度

1人当か川|課 税

世

2 

キw
1人当たり負担額

個人町民税

Z，450 I 83，431 I I 法人町民税

注 l納税 義務者数は、年度末現在 |I世帯当た刊担額

である。 I 個人町民税

2. 1人当たり算定的ための税制 | 法人町民税 13，1何

は、現年課税分測定前iであ る
。注 l 課税額は、現年課税分調定額

である.

人口及び世帯数は、 58年度末

現在的住民基本古帳人口によ

る.

23，606 

79，536 

66，430 

204，407 

170，726 

33，681 

19，716 

3，890 

8，659 

2，570 

例人町民税

法人町民税

寄目

口

数

人

均等制

法人税割

合計

73，116 

1，396 

68，606 

292，878 

50，417 

244，588 

11日制[J

納脱義務者世

2，335 

2，335 

2，441 

115 

115 

114 

分

1さJ等制

所 科;制

法 人分

目

人

続

和1

-昭和58年度老人保健特別
会計決算状況

千円)

収 人

4ヰ 目 干i1税制 決 抑 留i

支払基金交付金 356，721 358，064 

国五li 員 組 金 104，429 102，344 

道 負 l!! 金 26，830 26，845 

繰 入 金 29，826 29，826 

繰 越 金 15，955 15，955 

雑 q~ 入 255 625 

百十 534，016 533，659 

支 出

千，干 目 干t1現前l 決算額

総 務 '(~ 1，882 1，786 

医 医療給付費 495，160 489，663 

療 医療 費 支 給 '1，1( 21，534 21，150 

百官 審査 支払手数料 576 560 

i'i 百十 517，270 511，373 

官告 主 出 金 14，864 14，863 

E十 534，016 528，022 

収支差引，)! 5，637千円

位

( 4 ) ( 5 ) 



( 6 ) 

-昭和58年度国民健康保険

事業状況報告書(事業年報)
経理関係諸事 (単位 1'11

区 分 昭和58年度

収益的収入 (A) 898.288 

収益的支出 (B) 987，831 

当年度純1ft央(A-B) (C) '" 89，542 

資本的収入 (D) 5，541 

資本的支出 (E) 35.801 

差 引(D-E) (F) '" 30，260 

前年度未処分利益剰余金 (G) 301，788 

前年度利益剰余金処分相 (H) 。
イ)減償 術 立金 。
ロ)利 益樹立金 。
ハ)建設改良積立金 。

前年度繰越利益剰余金(G-H)(I) 301，7飽

当年度末処分利益剰余金 (C+ 1) (J ) 212，246 

利益剰余金現在高 150.69l 

イ)減 u'(t~! 立金 臼。694

ロ)利益積立金 6，0∞ 
ハ)控設改良舷立金 80，0∞ 

利益剰余金 合計 362，940 

保 険 税(料) 43，444 

収
事務費負姐金 2，052 

国 帯整給付費負担金 74.045 

/iド 普通調整吏付金 15，894 

支
特別調整吏付金 10，092 

入 助産費補i 助金 385 

保植 出 臨時財政調整吏付金 1，015 

険 金 臨時調整補助金

者 計 103，484 

人 道 支 出 昔、 76 

当 I~ ぷ~斗 計 繰 人 金 10，867 
た

繰 越 金 1，365 

JTE Y 
lロh、 自十 160，420 

収支 蓋 51 残 17.571 

l 世帯当たり保険税調定額(JJ1年) 154，065 

l人当たり 保険税収納額(現年分) 42，221 

主 総 務 '!~ 3.814 

出 療 葺 諸 11 (小計) 71.522 

世 手 数 料 210 
保

険者
保 険 給 It 費 計 81，433 

保 健 施 設 II 1.013 

人 老人保健医療費拠出金 55，643 

当 老人保健事務費拠出金 99 
た
合 計 142，849 

諸11 l人当たり保険税調定額(現年分) 44，468 

l人当たり 未払額(療聾給付" ) 

-昭和58年度国保病院
事業会計決算状況 州千円)(単位円}

(単位円)

入 院 入院外 歯 科 計

件 数 1，149 16，376 3，517 21，042 

日 数 21，131 41，585 9，334 72 ，050 

占 数 25，875，816 16，244，453 4，187，416 46.307，685 

費用額 258，758，160 162，444，530 41，874，16日 463.076，850 

受診車% 21. 600 398.540 85.593 512.095 

l件当日数 18.39 2.54 2.65 3.42 

1件当たり費用制 12，245 3，906 4，486 6.427 

1人当た9慢用額 62，973 39，534 10，191 112，698 

件数 費用額

JlE M 診療官 5，620 395，522，300 

グ〉 草剤支給 34 257，150 
キ付今

5，654 395，779，450 

医 ;士擦 11 老人保健医療給付対草者数 493人

療 その他 214 12，967，166 n 

11 J十 214 12，967.166 支払基金報告分 492人

医療諸 II計 5，8臼 408，746，616 

入 院 入院外 歯 科 1十

{午 数 1，065 4，267 288 5，620 

日 世 26.354 18，931 803 46.0鎚

占 世 30.102，296 9，023，394 426，540 39，552，230 

費用額 301. 022 ，960 90，233，940 4，265，400 395，522.3∞ | 

畳診率 216.024 865.517 58.418 lJ39959| 

l件当たり日置 24.75 4.44 2.79 8.20 

1日当たりy!用額 11 ，422 4，766 5，312 ~82 1 
i人当た '1費用額 610，594 183，030 8，652 802，2761 

ドド 数 665 {柑 A号

II lfI 古ii 231，123，760 

保険者負担分 161，786，632 

;r~ 吉凶 被 誕 11 39，055，128 

被保険者負担分 17，862，000 

f血法負担分
他法優先

国保優先 12，420，000 

老人保健法による医療の給付を受ける者にかかる医療給付状況

・医療給付状況

一部負担金

4，187，220 

28，400 

4，215，620 

-療養の給付・(診療費)内訳

-医療諸費費用額負担区分
I jf 用 額|老人保健負担分 l

ぬ5，7乃，450I 3叩，867，330

12，967，1的 I12，9犯 766

408，746，616 I 403，806，凹6

-医料の給付(診療費)内訳

-高額療養費負担区分(単位円)

(単位円)

• 

• 

• 

• 

町
一
喜
一
震
対
委
奪
三

vv・

こ
の
前
依
然
と
し
て
は
月

2
日
タ

ン
ス
町
民
い
が
川
聞
き
れ
、
関
人
あ
ま

り
が
参
加
栴
胞
な
リ
ズ
ム
に
の
っ

て
オ
ー
プ
ン
と
な
っ
た
総
作
文
化
祭

は

日

川

3
、

4
、
?
日
と

4
H
川

に
わ
た
る
太
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
も
と
に

文
化
部
門
で
は
、
間
持
や
将
棋
の

大
会
と
あ
さ
る
こ
と
な
い
棟
々
な
行

F
で
あ
り
ま
し
た
。

Jf一一一一一イ 自動車の検査、重録のおたすねは陸連事務扇疋ト#._ ~_ #_ #.. ~・ ・1
@車を売った η買 った ηの名義変更や住所変更のときは忘 れずに i 

ぷア=三=司、 手品売きを Lて〈 だ さ也、

)UL号 百 @…ーは日者 に義務 づけられてお ηます。 定期健 j
'.[¥..i丸と盟胆控ユ 康診断を受付、故障 に よる交通 事故の防止につとめて〈ださい。 i

i 、竃溢掴圃匝~ 。白パス、白トラ行為は法律違反です。 行楽時的団体パ スの利用 j 
一一一ー や荷物町輸送は正規 に登録 され免許のある車を利用 Lて下さい。 i

L 函館陸連事務所 函館市西桔梗町四番目電話 (0138)49-57∞ j 

(7) 

「それぞれの美「

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

3
日
に
は
ピ
ア
ノ
発
表
会
が
、
小

中

7
生
を
主
体
と
し
た
叫
山
刊
人
あ

ま
り
が
前
奏
史
に
、
3
、
4
日
と

作
品
展
不
が
あ
り
、
絵
凶
、
写
真
、

菊
花
、
代
打
辺
、
仙
旬
、
栴
近
、

人
形
‘
線
下
"五、

祭ャレ4
 

苛
丹念総の〆ノザ脊多f

 

さ
Aeす宰

Ae

切
下
な

ど
グ〉

)il' 1訓
示紙

コ

パ
ザ
ー
や
冠
制
開
中
也
w
品
川
に
よ
る
氾
話

機
町
民
一
小
、
今
年
初
参
加
と
な
っ
た

小
中

7
校
児
蹴
世
従
的
作
品
川
時

似

山
川
所
や
幼
柑
刷
山
ん
の
作
品
川
崎
、
こ
町

他
に
、
特
別
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設
け

句
れ
、
訓
姐
を
集
め
た
の
は
、
長
利

河
一
階
午
の
化
石
展
示
で
し
た
。

叩
メ
ー
ト
ル
余
の
実
物
大
内
唯
画

に

「へ

l
こ
ん
な
に
大
き

い
の
で
す

か
し
と
ピ
y

ク
り
す
る
人
も
い
た
り

で
し
た
。

絵
阿

"..喝

「それぞれの

-戸

ま
た
、
杉
本
省
告
さ
ん
の

同
顧
展
や
日
本
町
郎
と
宕
っ

た
此
重
な
も
の
の
展
示
、
茶
辺
コ

ナ
l
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

4
日
に
は
、
公
能
的
怖
の
発
表
会

が
あ
り
、
川
山
刊
川
や
出
吋
昨
、
年
出
発
、

コ
ー
ラ
ス
、
バ
ン
ド
一
M
鼻
、
カ
ラ
オ

ケ
と
多
制
多
彩
内
側
し
に
時
間
を
過

ぎ
る
の
を
忘
れ
る
ほ
ど
で
あ
り
ま
し

た

』一一---'
10メート}レあま

円の雪量利河湾ヰ実

物7にの壁画

圃... 



どyまかL 
第1固いまかね音楽まつD

情操.創造のまちを目指して

ん
止
化
祭
行
ド
の

一
端
で
あ
り

「
品

栄
町
輸
を
広
げ
よ
う
」
と
コ

l
ル
マ

ミ

の

主

納
の
も
と
に
は
川
7
日
総

AH体
打
航
に
お
い
て

3
時
川
に
わ
た

り
開
削
附
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
開
会
に
あ
た
リ
コ
ー
ル
7

ミ
ー
の
代
表
者
で
あ
る

m
川
哲
子
さ

ん
か
ら
「
練
刊
は
充
分
で
は
な
い
が

こ
の
発
表
向
機
会
を
符
ま
し
た
こ
と

• • 
は
内
び
に
た
え
ま
せ
ん
己
と
あ
い
さ

つ
@
克
に
、
泌
雌
教
育
長
か
ら

「い

ま
学
山
門
出
川
場
に
お
い
て
、

一
円
仰
の

あ
る
術
時
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
で

す
。
こ
う
し
た
川
作
活
動
を
過
し
て

指
導
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

今
固
め
聞
併
に
あ
た
り
、
先
生
方
向

指
導
、
生
徒
同
努
力
が
あ

っ
て
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。
末
長
く
就
け
ら
れ
、

情
娘
、
創
出
向
泣
か
さ
を
高
め
て
ほ

し
い
日
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
催
し
を
聴
こ
う
と
千
人
あ
ま

り
が
集
ま
り
、

m
l
m
ピ
ア

ノ
独
必

(
小
学
生
に
よ
る
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
の

耐
必
)
m
z
m
AH川

(
今
金
小
学
校

古
楽
部
に
よ
る

N
H
K
AH川
コ
ン
ク

l
凡
参
加
球
制
山

「
削
の
う
た
」
や

H
B
C
，R
楽
コ

ン
ク
ー
ル
参
加
入
日

山

「
刀
の
う
さ
ぎ
」
等
)
第
3
部
ア

ン
サ
ン
ブ
ル

(神
丘
小
学
校
に
よ
る

「肝
ば
ら
」
や
寸
7

イ
ウ
ェ
イ
し
今

金
中
学
校
音
楽
部
に
よ
る
「
も
し
も

明
日
が
」
や
寸
鈍
の
古
と
巨
人
」
等
)

第
4
部
吹
奏
楽
(
今
金
中
学
校
音
楽

部
に
よ
る
「
宅
名
の
行
進
」
や

「史

上
最
大
の
作
戦

?
l
チ
」
等
)
第
5

m
A
H
m
と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

(
今
金
小

学
校
門
楽
部
&
コ
ル
マ
ミ
ー
に
よ

る

「て
ん
と
う
以
内
サ
ン
パ

」
や
「あ

る
震
の
持
」
匂
)
多
彩
に
わ
た
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。

今
金
中
学
校
の
音
楽
部
に
つ
い
て

武
田
実
先
生
に
聞
き
ま
し
た
と
こ

サ
ン
プ

ル
に
つ
い
て
小
川
教
到
に
聞

き
ま
し
た
と
こ
ろ
、

「
幻
年
か
ら
苛

山
市
の
時
川
に
指
導
し
て
き
た
脱
皮
、

今
回
の

η
楽
ま
つ
り
に
は
、
全
校
生

徒
白
人
が
お
り
ま
す
が
上
級
生
町

5
、

6
年
同
名
が
参
加
し
た
も
の
で
す
.

生
徒
は
、
わ
か
ら
な
い
時
は
、
先

生
に
聞
き
に
き
た
り
.
家
に
帰
っ
て

糾
削
い
す
る
な
ど
の
努
力
に
よ
る
も
の

で
す
U

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

コ
ー
ル
マ
ミ

l
に
つ
い
て
代
表
者

の
山
山
川
哲
干
さ
ん
に
附
き
ま
し
た
と

こ
ろ

「
計
年
に
今
金
小
手
校
P
T
A

コ
ー
ラ
ス
が
始
ま
り
で
あ
り
、

町
会
以
数
mω
名
を
数
え
、

事t
干正

付坤
川
山
木
附

日
を
緋
門
日
と
定
め
て
い
る
。

今
年
6
月
に
酎
航
市
で
開
催
さ
れ

た
AU
川
終
に
刊
人
が
参
加
、
7
月
に

は
札
帆
市
で
問
似
の
金
問
お
母
さ
ん

コ
ー
ラ
ス
北
海
道
大
会
に
は
お
人
が

参
加
し
て
き
た
。
こ
の
参
加
は
、
瀬

棚
線
3
町
合
同
に
よ
る
も
の
、
閉山年

に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
創
立
初
周
年

記
念
の
音
楽
祭
の
折
り
に
出
成
チ
ー

ム
同
組
織
づ
く
り
の
話
し
が
あ
り
結

成
さ
れ
た
。

参
加
山
日
(税
知
ら
ず
干
知
ら
ず
)

と
組
山

(温
か
な
る
歩
み
よ
り

「機

織
る
相
」
)
の
2
山
を
持
っ
て
望
み
、

そ
の
成
県
は
、

H

歌
心
を
良
く
つ
か

ん
で
い
る
。
百
薬
も
き
れ
い
だ
e

と

の
汗
側
が
あ
り
ま
し
た
。
と
っ
て
も

似
し
か

っ
た
で
す
。

与、

「
ご
く
U
M
近

今
年
内

7
月
に

吹
お
楽
総
が
入
り
、
た

っ
た
の

2
ヵ

川
9
月
1
日
函
館
市
で
開
制
さ
れ
た
、

欧
楽
楽
コ

ン
ク
ー
ル
に
参
加

山
田

は
ケ
ン
プ
り
y
チ
時
州
、

7
分
初
砂

町
長
抗
弁
を
被
路
、
そ
の
紡
川市
、
銅

貨
を
受
賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。

2
ヵ
月
線
科
で

こ
ん
な
に
上
達
さ

れ
た
と
は
と
関
係
者
は
ピ
ン
ク
リ

さ
れ
、
驚
典
的
だ
と
話
し
て
お
り
ま

し
た
。

9
月
日
目
前
館
市
で
開
催
さ
れ
た

N
H
K
A
U
叫

コ

ン

ク

ル
毘
山
内
部

で
も
入
賞
、

ω月
m
H
函
館
市
で
附

倒
的

H
B
C
AH
川
コ
ン
ク
ル
で
も

入
日
し
ま
し
た
。

こ
の
合
川
も
、
弱
年
に
初
め
て
結

成
し
た
も
の
で
す
が
、
子
供
た
ち
町

努
力
に
よ
る
も
の
で
す
。

1
日
ロ
時
間
以
上
に
且
よ
練
習
期

間
も
あ
り
、
こ
の
練
習
よ
り
を
見
学

に
き
た
お
母
さ
ん
た
ち
は
、
あ
ま
り

の
雌
し
さ
に
ピ
ン

7
リ
し
た
ほ
ど
で

す
.
耽
奏
楽
器
の
練
叩
け
は
、
容
が
あ

れ
、
唇
が
裂
け
た
り
し
、
や

っ
と
治

り
か
け
た
引
に
大
き
な
口
を
あ
け
て

合
川
町
練
習
、
ま
た
裂
け
て
し
ま
う

の
辿
統
で
し
た
.

こ
う
し
た
糾
刊
の
円
労
に
耐
え
.

訓
れ

一
人
と
し
て
や
め
る
者
も
な
く

頑
似

っ
た
成
採
に
よ
る
も
の
で
す
J

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

神
丘
小
学
校
の
リ
コ
ー
ダ
ア
ン

• • 認
団
体
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
が

3
町
合
同
混
成
チ
ー
ム
で
の
参

ま
丈己

加
は
珍
ら
し
い
ケ
ス
で
す
。

良
〈

こ
こ
ま
で
で
き
ま
し
た
。
と
感
心
さ

れ
て
お
り
ま
し
た

今
回
の
音
楽
ま
つ
り
に
も
出
成
で

参
加
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
事
怖
が

一
ー「

今金 警察 官派出所

企画鈎整謀住民運動係

〆一一一斗 年末年始の犯罪及び事故防止のお願い

犯罪のない明るい同
年末年始の特別警戒期間とな η、 〈楽しい町づ〈 η と平和で明るい正

警察では総力を事 げて犯罪や事故の 月を迎えられるようご協力をおM'、

防止に努めるこ Eにしており ます。 Lます.

青少年を非行から守る見地から も

「犯罪のな い明る い町」を目指 して、

町民一人 ()'~ η が協力 L あい、明る

/一一一一一一一一一一一--1:年末年始のし尿、ごみ収集について ト_._-----一一一---_.._--ヘ
; 。し尿収集申込み 休みの期間中が収集日となっている地区は、 1 
j 年末は各家庭からし尿の申込みが殺到 しま 次回の収集日まで収集しません。年内最後の i 
j す。年内中に収集を希望する方は12月15固ま 収集日を確認され家庭内のこみ整理をして下 j 
l でに巾込み下さい。(市街地区のみ) さい。

@ごみ収集 ※ただし 1月 1Bl'!'!¥物ごみの収集日と j 
i 年末年始のごみ収集は、 12月31日-1月 2 なっている地区市街A、極川 (奥秘を除<l

L 日休みます。 地区の不燃物に限り 12月29日収集します。 j 

C 8 ) 

あ
っ
て
笑
現
で
き
な
か

っ
た
。
残
念

で
す
.
来
年
は
必
#
と
も
こ
の
尖
視

を
図
り
た
い
で
す
。
こ
う
し
て
好
き

な
引
が
で
き
る
の
は
、
こ
主
人
万
円

ご
理
解
ご
協
力
が
あ

っ
た
れ
ば
こ
そ

で
す
U

と
意
欲
的
に
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。ー

院に地方腎移栂セ 1 タ ができ 、腎

提供者向登録募集を してお ηます。

詳 Lいことのお問い合わせは

今金保健所か役場衛生係正て

I 

、、

Jf'--.................，...~…叶 腎臓パンクの開始について

腎提供者の登録募集
腎脇町機能力4不全のため悩んでい

る方がお ηます。 こうし た人に希望

をあたえ、救うことから 11月 l日か

ら北海道プロ 77とし て市立札幌病

、~持、M、折、柄、封、同柏市-内9拘質、持、折、折、2阿

( 9 1 



担挫騨車重

波
山
、
楠
山
州
支
庁
の
主
慌
の
も

と
に
叩
灯
時

H
か
ら
お
目
的

6
H
間

に
わ
た
り
、.
函
館
丸
井
デ
パ

ト
に

お
い
て
地
域
特
産
品
の
版
Y
ん
や
制
介

を
行

っ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
参
加
し
た
関
係
者
は
、
延

べ
印
入
、
五
伝
、
売
上
に
頑
仮
ま
し

た
。
成
栄
は
上
々
、
特
に
人
気
が
集

中
し
た
の
は
、
山
菜

(
フ
キ
、

タ
ケ

ノ
コ
)
続
い
て
今
金
到
し
ゃ
く
手
、

メ
ノ
ウ
石
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

お
媒
千
円
売
れ
ゆ
き
は
チ

ヨ
y
ト

と
古
っ

た
感
じ
で
し
た
が
、

-M
上
げ

1t171tまつり

も
町
四
万
円
旭
町
大
様
汎
ぶ
リ
、
下
恕

外
的
，M
れ
ゆ
き
に
品
物
訓
述
に
州
出

八
円
、
副
館
l

At
令
を
ト

ン
ボ
川
り

の
辿
統
で
め

っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

ク
ン
キ

ン
グ
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
い

「
お

M
A
焼、

も
料
理
、

ト
レ
ゆ
一
つ

、

い
も
ま
ん

全

m
mい
も
に
タ
ラ
コ
を
つ
け
て
食

べ
る
と
も

っ
と
兵
昧
し
い
よ
U

な
ど

の
P
R
AH戦
。

お
客
さ
ん
の
中
に
は
、
「
こ
れ
、

本
当
に
い
も
で
出
来
て

い
る
の

で
す

か
|

|

U
打
同
期
さ
れ
な
い
方
も
い
た

と
か
ー

ー
ま
た
、
こ
の
作
り
方
を
教

え
て
ほ
し
い
と
の
お
容
で
ひ
し
め
き

合
う
ほ
ど
の
好
評
よ
り
で
し
た
。

更
に
は
、
頑
張
っ
て

い
ま
す
コ

ナ
ー
で
は
、
天
沼
寧
さ
ん
(
字
神

丘
)
の
手
作
り
ハ
ム
や
鶏
く
ん
せ
い

の
出
品
展
示
が
あ
り
、

こ
れ
ま
た
赴

• • 

/ ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

町
歓
迎
か
ん
板
の
補
修

交
通
安
全
街
頭
啓
発

国
鉄
瀬
棚
似
を
も

っ
と
利
用
し
て

|

!
と
、
町
内
美
観
を
そ
こ
ね
な
い

よ
う
に
と
、
駅
前
に
あ
る
か
ん
板
「
ふ

れ
あ
い

の
心
で
、
つ
な
ぐ
奉
仕
向
輪
」

の
並
り
か
え
を
し
、
同
月
鈎
日
に
完

成、

一
変
し
て
お
め
見
え
、
駅
前
が

明
る
く
な

っ
た
感
じ
で
す
。

2級技能士 訓 練謀程通信

。受信 資格E 実務の経験があれ

ば受講できます。

申1)1聾座の受惨生募集につ いて

.1、

@受講期間~j;おむね年間

町民に、

H
H
9
日
午
後
に
か
け
て

交
通
安
全
を
削
う
こ
と
か
ら
、
会
民

の
人
述
同
人
余
り
が
響
曲
用
担
只
の
ご

協
力
を
え
な
が
ら
、

州牌
協
デ
パ
ー
ト

前
に
お
い

て
行
き
交
う
人
達
に
反
射

材
の
配
布
を
行
い
‘
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

。受講料一 l級 8，000円

2級 6，000円

出詳し い二 Eのお問い合わせは

函館市日吉町 3丁目 23の 1

函館総合高等職業訓練校

fi 0138-52-0323 

い
も
問

f
、
7

リ

ネ

」

作
り
に
汗
だ
く
、
会
場
が
せ
ま
か

っ

た
こ
と
と
、
売
れ
ゆ
き
に
大
わ
ら
わ
。

こ
の
且
伝
も
よ
ろ
し
〈
、

「A
F
金

男
爵
い
も
で
主
い
と
こ
ん
な
美
味
し

い
も
の
は
山
米
な
い
と
U

と
こ
ち
ら

が
立
伝
を
す
る
と
、
他
町
で
は
、
「A
F

日・ 4

地調

• 
fMmmmmmmm叫 道南の生活の質について いふV4V4Vf.V4<:f4Vt:.山山刊 52てり、 2
~ ~ わのこ大 つ

1 アンケート調査のお願い i 222提Z
E tす余らよし
耳 ニ向調査は、 12月 1日付で開始され、 ストに投入〈ださるようお願い L ます。 ~ 。地 す りい

号 抽出によるものです。 言 がるでの
p s 充とあ司T5 対象者となられた方は、ご協力ください。 干040函館市八幡町 Iの 2 ~ 分 、 つ 望

タ あ今た者
号 対 象者には、封筒を もって照会依頼があ 北海道教育大学函館分校社会学研究室 t る金ょが

E ηますので記入の上、 12月10日までに ポ TEL 0138-41-1121内線258 ~ ~町うい
院砧V4V4V4V4"'14V4'叫叫叫叫叫，V4Vt.叫叫叫叫叫叫叫V4V4V4VI:..V4叫 V4V4Vt.V4V4V4Vt.V4V4叫 拍 叫 叫 叫 叫 拍 叫 伊 つので た
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汚
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恋
戯

附
版
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M
H
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叩
歴
位

鈴

木

徹

郎

U
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他

l
動
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れ
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パ
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一
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図
書
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汗

沢

博

文
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く
ん
ち
刷
抗
色

大

臥

山

校

1
地

縮

大
間
口
引
平

l
姦
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町
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柄

治

M
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図
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締
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一
郎

l
炭
火
赫
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田
中
英
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太
郎

l
人
間
で
あ
る
こ
と

立

松

和

平

l
歓
存
の
市
王
下
)

呂
尾
登
美
子

l
椛
(

ド
一
天
邸
院

鰐
姫
(t
p
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手
と

ぽ
し
の
記

制

l
道

断

掛
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笹
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出

M
H
州
市
平
の
4
4

山
世
千

1
2う
た
ら
な
ん
や

“向
上
光
川
町
H
明

日

丸

山

他

二
日
川
神

中
虫

恒
子

l
う
つ
つ

川

三

M

京
三

1
教
え
子
物
剛
山

引

川

凶

行

H

二
皮
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お
別
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近
藤
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郎
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駆
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HK
l
態
的
時
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H

死
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が
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の
喪
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悠
介

l
気
流
の
川
町
る
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誠
広
H

空
は
終
日
公
ら
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倣

1
た
ん
ぽ
ぽ
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笑

つ

函
館
貯
金
事
務
セ
ン
タ
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振
替
課

目
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(
口
一
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け
ど

議
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一
刊
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目
父
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判
子

飯

足

直

七
U
H
内

決

瀬
戸
内
附
尖

i
い
ず
-
}
よ
り

た

康
二

1
泣
き
ど
こ
ろ
人
物

H
叫

笹

沢

左

保

1
血
の
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山
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雑
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H
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l
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E
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E
島

T
J
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1
金

曜
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縮
図
尭
れ
子
H
と
な
り
の
芝
生

三
浦

朱

門

H
実
り
の
と
き

述
峨
三
紀
彦
H

恋

文

川
中

E

M
R
長
小
川
田
に
つ
い
て

夏

本

的

一f
H秘
め
ら
れ
た
心
中

森

崎

和

江

l
底
州
は
母
の
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図
書
町
寄
問
あ

η
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

小
林
繁
雄
さ
ん

(
神
丘

)
9
附

戸
車税



ロ
月
下
旬

ロ
月
初
日

ロ
月
下
旬

舎月の主な行事

東
京
都
内
の
あ
る

M
一の
小

・山中

ソ
寸
刊
に
午
前
全
般
に
わ
た
っ
て
訓

先
し
た
と
こ
ろ
↓
父
親
は
い
な
レ
」

と
答
え
た
小
，
f
生
が
三

九
%
、

中
干
生
が
山
・
八
%
あ
り
ま
し
た
。

母
親
が
い
な
い

と
い

一フ
符
え
は
そ

れ
ぞ
れ
一
・

三

%

-
・
四
%
て

し
た
。
父
削
械
の
い
な
い
家
庭
が
な

外
に
た
く
さ

A
あ
り
ま
し
た
。

病
死
、
本
放
死
、
自
殺
な
と
死

別
に
よ
る
場
A
H
も
、
相
帆
が
雌
川
町
し

て
時
判
明
が
観
情
布
に
な
司
て
い
る

場
合

b
、
そ
れ
以
外
の
事
情
に
よ

る
場
合
む
あ
る
と
巴
い
ま
す
.
川町

利
百
J
1

八
司
の
訓
慌
に
よ
る
と
、

令
同
の
舟

f
家
庭
は
約
じ

l
r
uH、

4
h

刊
慌
の
%
に
あ
た
り
ま
す
。

父
親
の
い
V

な
い
¥
糸
】
区
に
よ
く
み 部

落
町
内
会
長
会
議

手L

健

圭人
配<>

.24時間求人申込み予約

電話の開設について

「求人申込みの

予約は電話で」

fi0138-22 -9988へ

11月15日からこの業務

ら
れ
る
問
題
と
し
て
は
.
来
客
が

少
な
く
、
外
部
村
会
と
の
仲
間
触
が

J
I

分
で
な
い
こ
と
、
経
済
的
に
昨

し
く
な
る
ニ
と
‘
川
り
削
棋
が
そ
の

f

供
に

「
あ
な
た
だ
け
が
頼
り
な
の

で
す
よ
」
と
い

勺
て

所
持
し
て
し

ま
う
か
、
付
税

'uh吋
の
刊
一
怖
が
多

忙
に
な
っ
て

f
供
が
政
任
さ
れ
て

し
ま
レ
が
ち
に
な
る
-
』
と
な
ど
が

を
も
つ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

一
」
れ
と
逆
に
峨
絡
し
た
主
は
‘

以
川
の
ト
パ
の
-
』
と
を
必
い
人
だ

っ

た
と

f
供
に
却
し
、
削
っ
た
父
親

保
、
制

っ
た
別
性
仙
怖
を
つ
〈
り
」

げ
て
し
ま
う
-
-と
も
あ
り
ま
す
。

ど
ち

b
b
f
供
の
将
来
世
事
え
た

と
き
川
町
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

州
側
帆
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
こ
と

東
京
都
立
大
学

教

投

心

理

学舎年の主砲工事

父
親
の
い
な
い
家
庭

詫?
摩ま未来への
武日
俊t

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

き
b
に、

f
供
に
は
h
H
近
に
引

の
ト
八
人
が
い
な
い
た
め
に
、

引
と

は
ど
う
い
う
も
の
か
を
ド
ぷ
機
会

が
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
父
縦
が
死
亡
し
た
場

合
に
は
批
判
制
は
故
人
の
長
所
を
誇

取
し
て

f
供
に
却
し
、
そ
の
結
果
.

f
供
は
係
端
仁
王
化
し
た
父
税
像

は、

f
供
に
は
不
卒
な
こ
と
で
す
.

し
か
し
ニ
の
よ
う
な
状
況
を
乏

容
す
る
ニ
と
が
大
切
で
す
.
亡
く

な
っ
た
~
人
や
去
っ
た
人
を
う
じ
っ
ん

や

で
も
、
地
の
必
然
起
を
浜
正
し
が
っ

て
b
、
布
中
間
が
変
化
す
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

f
供
自
身
が
れ

分
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
を
珂
併

し
、
そ
れ
を
法
じ

'H
分
の
人
刊
を

.匂
胃字

A 

W. 

定

例

町

議

A 
Zミ• • 

住みよい環境づくりを目

が開始されました。この

で、上記の番号を凪し、

事業所名、所在地、世話

番号、担当者の名前を訴

すと自動録告されます。

函館公共職操安定所

2丘話は24]1:1:I1¥J体 ililjですの
考
え
て
い
〈
よ
う
に
導
〈
こ
と
が

望
ま
し
レ
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
文
#
作
品
や
テ
レ
ビ

な
ど
を
通
じ
て
父
判
明
と
い
う
も

の
、
男
性
と
い
う
の
は
ど
ん
な
も

の
な
の
か
を
子
供
に
話
し
て
や
っ

て
く
だ
さ
い
¥
税
額
の
お
じ
色
ん

な

E
と
話
す
機
会
を
宰
〈
す
る
こ

と
む
大
切
で
す
。

父
観
の
い
な
L
子
供
は
世
間
か

ら
同
情
さ
れ
ま
す
。
こ
の
同
情
に

H
え
て
‘
い
つ
も
他
人
の
好
意
を

あ
て
に
す
る
よ
う
な
弱
々
し
い
、依

存
的
な
個
持
仁
な
ら
な

t
よ
う
に

注
な
す
る
こ
と
も
忘
れ
な

い
で
く

だ
さ
t

/。
• • 

函館市新川町25の18

0138-26-0735 fi 

( 12) 

個人名JUI団体名 住所 ilf 贈 内 寄 寄贈先 岨人名文は団体名 住所 寄 間 内 寄 都鮒先

大倉 啓太郎 昭相町
￥5，0叩 小百合保育聞 北山 畢崎玉開 菓子 2函 先の里学園

￥5，0田 先の里学園 今壷町南団連 今 金缶ジュス 2函 " 
j¥;本 哲子 画曲市 ￥3，0曲 豊 寿 固 小体、滝下、吉国 函館市 ￥ 5，0曲 " 
撞川小学位児童会 極 川なめこ 8.6k， n 白老町蝿人ポラ μ

白老町 菓子 l函 N 
南岸圭人クラブ 描 昌平 10，加。 M ティアグループ

南時蝿入金 " ￥10，曲。 M 山崎 トメ 乙部町 睦味 20!是 n 

立正i宝庫告青年師 今 金居室窓拭き 7名 2時間55骨 " 白山 昭作 神 丘柿 3函 n 

河端 盟(今金町長)八 東 予70.0凹 (入院見舞の返札) 社全幅社司「品責金 H 

(社 会福祉協議 会だよ

(13) 



|;;ょ?と7Ia ろ~，\f:続き組う"，“
印憶7.0∞万円 昭和58年度の、海外商品市晴 海外商品取引聾者による被害が後を断ちません。

を舞台と Lた先物取引による被害額です(これは 島なたは狙われている 桶絶対もうカ、る勿とい
固などに*届出仰のあったものの輯額で、実際の植寄 った甘い冨葉の勧誘には、あいまいな返事をせず

栢は、二の 5惜とも 10惜ともいわれています)。 に， ..っぽりと断りま Lょう 。 棺の方が海外商品

香港、ニューヨーク、シカゴといった海外商品取 の先物取引に害加するのは極的て危院です。
引所の金、石油、大豆、砂糖などの取引を冨葉た〈み 衣のような悪質な手口( 例)には+骨注意し
に勧的、構句の果てに大金を巻会上げる 悪質 ましょう 。

客の反応をみる

明うまい話"をもち力、け 反応を見る.客の

受け答えを聞きながら、優柔

不断な人力、どうか、無理押しの

利く人かどうかを判断する。

あいまいな返事をしていると
自宅や職場に押し力、けてくる。

《
〉説

一一一 契約を断ると。裁判で争ゲと脅す

「もういいですJ という客の断リの言葉を逆

手に取リ・いいです仰と OKしたではないか

と開き直る 同じように「結構ですJ も'承諾仰

の意味に受けとったと言い張る.契約を断ると

輸電話でのやリとリ を録音テープにとってある。

動か自証拠だ。出るところに出て争ってもよい"

などとすごむ。こう した態度に とりわけお年

寄りや女性はびっくリ。恐怖感を抱いてしまう"

⑧おとしパート1
l 自宅や職場を訪れ契約を迫るー

家に上がり込んで長い附ねばった り、職場へ

来てk戸をJ:lfる主ど、強引な態度にIBたり内

L たりして契約を迫る.

・注文 Lてないのに帆海外に発注し、売日取引

をしてしま った" t 3う

-・T屯郊で「もれ、uですJ r結構ですJt断った

つもり が!日!な L た t され、慨に注文したカ'~

t契約を迫る

・ rl析る u怯"'1ざたにする」

• • 

一一一一一一一 トラブルを恐れてサイ ン

‘業者は勝手なことを言っている 'と内心思い

ながらも、 トラフルに巷き込まれたくないとい

う気待ちが先立ち しょしょ契約宰にハンコを

押して Lまう.

契約の鴎に払う保証金は、取引総額の 5-10
%に当たるのが普通。業者は実際の取引額を説

明しないことが多い。なお、例えば 買い注文

をした後、相場が大きく下落した場合、売買取引

を維持するために 追加の保証金を支払うのが

一般的である。

とfiす

③ おとしパート2
契約締結

向Lたりすか Lたりしながら、 一方で m絶対

にもうかる'ニとを繰り返 L口にし、強引に契

約させる.

・急いでいるから t契約古を読むひま b与えず

押印・サインを取り付ける

・業Jすは、保証金書iiで完'fl ... 且
取引が行われるかのよう ~ち a邑

な日を L、一方、追加の 叱ンh 可~;.i..... 
1州企については レっ 1/ viNL-¥ 
さい説明 Lない ~'--"苫ミヅ刊ニニJ

は
、
活
動
中
の
人
も
合
的
て
四
三
%

と
逆
に
低
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

六
九

・
一
一
%
と
四
=一
%
i
l
、
二

つ
の
訓
査
か
ら
捕
し
が
る
の
は
、
少

し
早
計
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
余
暇

時
間
の
比
較
的
と
れ
る
お
年
寄
り
じ

と
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
大

き
な
関
心
事
で
あ
る
ニ
と
は
確
か
な

よ
う
で
す
。

若
い
人
と
お
年
寄
り
と
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
関
心
あ
る
い
は

参

加

意

欲

が

強

い

‘

.
軍
司
・

の
は
、
あ
な
た
は

aBEE-

ど
ち
ら
の
は
う
だ

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

が

と

思

い

ま

す

カ

司

。

生

き

が

い

。

を

高

め

る

あ
る
こ
っ
の

2

査
に
よ
る
と
、
お
年
寄
り
の
潜
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
世
論
制

ラ
ン
テ
ィ
ア
人
口
は
、
若
い
人
に
比

査

総

町

一府
昭
和
五
十
八
年
九
月
調

べ
て
非
常
に
多
い
と
い
う
こ
と
が
分
査
)
で
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

か
り
ま
す
。

し

て

み

よ

う
と
思
う
」
と
答

え
た
人

ゐA

官
環
境
質
化
活
動

公
園
や
駅
前
広
場
な
ど

の
公
共
地
を
掃
除
し
た
り
、

植
木
町
手
入
れ
を
し
ま
し

ょ
う
.
ま
た
、
花
だ
ん
の

手
氏
れ
な
ど
も
い
い
ア
イ

デ
ア
で
す
。

官
地
織
の
安
全
管
狸
活
動

子
供
の
遊
び
場
や
通
学

路
を
安
全
点
横
す
る
、
と

い
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ

う
.
ま
た
、
防
犯

・
防
災

ヨラ年.りができる
ポランテ ィ 戸 活 動

一一ーもうかっている時には決済させない

客がもう力、っている時[ま決済に応じ ない。連

絡しても‘担当者不在仰を繰リ返すばかリ 。業

者によっては 客の，主文を海外の商品市場に取

り次がず、のんでしまうこともある.

( 14) 

一一 居留守をつかったり会社を蒸発させる

業者に電話をしても、その都度・担当者がい

ない.と言ったリ、場合によっては会社そのも

のを・蒸発仰させることもある。念冨を書かせた

りするのは 悪事を働いていることを ・自覚.

している力、らだ と思われる。

.. 
も圃

電話τ勧誘する一一←一一

手当たり次第に'，l.tJliをかけ、次のような日い

万葉で取引に誘う ~

・絶対もうかります 専色合
・銀行問金より有利 l込マφ1
・lJlがmても会社でiHl!します Aもも 3 
・安全で確五な投資です 17'--i:¥ 

①ひっかけ
六
十
歳
か

b
七
卜
附
議
ま
で
の
人

に
「
地
域
事
仕
活
動

へ
の
参
加
意
陶
』

を
聞
い
た
調
査
結
果
(
総
務
庁
老
人

対
策
室
・昭
和
五
十
七
年
十
月
調
査
)

で
は
地
域
奉
仕
活
動
に
「
参
加
す

る
」
「
参
加
し
た
い
」
と
す
る
人
の
合

計
は
全
体
の
六
九

・
-
一
%
を
占
時
、

「
参
加
し
た
く
な
い
」
(
三

0
・
八
%
)

と
答
み
た
人
世
大
き
く
上
ま
わ

っ
て

い
ま
す
。
一

方
.

-一
十
歳
以
上
の
人

に
同
じ
よ
う
な
質
問
を
し
た
調
査
(
ポ

運
働
と
し
て
、
地
域
の
見
回
り
を
す

る
の
も
一
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
す
。

会
訪
問
活
動

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
ゃ
、
体
の

不
自
由
な
人
の
い
る
家
庭
や
施
設
を

訪
問
し
た
り
、
手
伝
い
に
行
っ
た
り

し
ま
し
ょ
う
.
ま
た
手
づ
く
り
品
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
も
喜
ば
れ
ま
す
。

世
教
育
、
文
化
活
動

お
年
寄
り
が
伝
え
な
け
れ
ば
、
郷

土
芸
能
や
古
く
か
ら
の
遊
び
は
そ
の

お
年
寄
り
の
果
た
す
役
劃
は
大
き
い

今
や
日
本
は
世
界

一
の
長
寿
因
。

お
年
寄
り
人
口
は
今
後
も
さ
ら
に
地

え
る
も
の
と
也
わ
れ
ま
す
。
盟
百
な

人
生
経
験

k
知
臓
を
も

っ
た
お
年
寄

り
が
航
械
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
地

域
に
来
た
す
役
刑
は
大
き
く
、
ま
た
、

お
年
寄
り
白
身
の

H

生
き
が
い
乞
乞
高

め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

時
点
で
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
す
。

踊
り
や
歌
、
お
も
ち
ゃ
の
作
り
方

自
F

そ
の
遊
び
方
な
ど
を
お
年
寄
り

自
ら
が
手
本
と
な
っ
て
、
若
い
人

や
子
供
た
ち
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

官
団
体
活
動
の
お
世
話

町
内
会
、
婦
人
会
な
と
の
運
営
に

つ
い
て
相
談
に
乗
っ
た
り
、
老
人
ク

ラ
ブ
で
の
世
鰭
役
活
動
を
積
極
的
に

引
き
受
け
ま
し
ょ
う
。
若
い
人
や
地

域
と
の
つ
な
が
り
が
、
よ
り
密
接
に

な
り
ま
す
。

• 
| 歳末たすけあい運動iI'.l月 1日=n日 l みんなそろって

明るいお正月を迎えるだめに

取引開始後

初めのうちは利益が出るように仕組む。 Lか

L 、強金は容に泌さず、それを元干に取引iitを
l1'iWiiさせ、やがて相場が下落 Lたとき決済を迫

り引を色せる.

④とんでん返し

取引終了後

利益がU.'，たと Lても、契約内容に反し‘保証

金平益金の返還を分割l払L にしたり、不当に遅

らせる。 また、業者によっては、mをした客に、

裁判などを起こさ せない ように念舎を舎かせる

こtがある.

⑮遣を

にもとづいていま苛。

[寄付されたお金はどのく U 集められ、!

どんなふうに使われるのだろうが。 J

58年の「歳末疋すけあいJ では、約73慎重用の

お金ガ、決のよう芯万々に配分されました。

惨禍綿薄弱児(者〉、肢体不自由兜(者〉に

砂恵まれ怠い子供疋'5/こ〔養護施設など〉

砂成人施設入所者に

砂老人施設入所者、在宅寝疋きり老人などに

砂長期療養患者に

砂生活図鑑世帝に

惨災害地、辺旭芯どの方に

「みん主主そろって明るいお正月」を迎えるた

め、多くの万のご協力をお願いします。

[社会福祉をすすめるための資金は囲内l
かなうべき 。なぜ募金運動が必要なのがJ

わガ園の社会福祉は次の2つを柱にすすめら

れています。

①公的施策 生活保護制度、老人ホムや

保育所の設置運営など

②民聞社会福祉活動 共同募金運動、民生

委員活動怠ど

特に②の民商社会福祉活動は、①の公的施策

では対応でき怠い面を受け待っており、例えば、

近所同士の助け合い、ポランティ戸活動、宍同

募金怠どを通じて、キメ細ガ芯対応をqること

ガ符震です。そしてこれは、 「白分疋ちの福祉

は自分だちの手で」という、たすけあいのJQ，¥"

(15) 



御用始めについて役 場の御用納め、
国保病院

12/29午後カ、ら 1/6までと 1/7午後からも休みとなります。場@役

西側玄関を入り、 警 備員に申し出下さい。緊 急用務の方は、

12/29午後力、ら 1/6まで休みとなり 、1/7力、ら平常どうりとなり@国保病院

ます。

(16) 

広 報口 口 おしらせ口口口広報口口 おしらせ口 口 口広 報口 口 ぉ Lらせ口口口広 報口口 お Lらせ口口二

日 I ~
錦 | ・ 12月の休日当番医 ・国保病院からのお知らせ |七

日 2日 今金町出回医院 E②凶24 12月20日(木) 乳児健診 I ~ 
耳 9日 今金町国保病 院 E②位21 1月10日(木 1歳 6ヵ月児健診 |空

洞 16日 北柏山町平病院 2 ④5011 月17日(木) 乳児健診 1; 
マ 23日 北愉山間国保州院 合④5321 2月21日(木 11 I AJ 

よ 30日 瀬 棚 町楢崎医院 8③ 鈎辺 3月間(木) H lS 
i+. 1 3月28日(木 1歳 6ヵ月児健診 I~ 
口 L'=;::Jfl'. 0 I~ !I.I. ë;-&""~ ， ，，，，，，， .1. 11.1 f ，I -;-& .~'" +.J_J_....， 

1 上記の日は、健診のため小児科診料を休ま |犯口.._-~. ~.... ' . ~_ . " '-，-，-"" 

淫 | せていただきます。 1州

第
31 割

| \I~ qト…………………、住民の附一J附州………酬………叩…剛山剛………刷……M……山……叩……叩…岡叩酬
| ¥ 1m民記

「ぷ，:1 1 i，料同
10月末現在 古 川 和 志 10月13日(文雄長男)大和町 IG

2| 前 月対 比 近目 舞附18日 ( 勝 彦 長 女 ) 緑 町 | 占

| 人 口 8，678 (ー 1) 安 藤 陣 美 10月18日(義光 3女)御影 |旨

言| 男 4，197 (-1) 附 彩 子 10月間(賢治長女)大和町 |盟

)1 女 4，481 ( 0) 話

会| 町 四 2，604 (+ 3 ) 圃 おくやみもうしあげます。 I
酒| 下本友一 9月29日 93歳 静[l 彬 1.J 

:，.，1 図 おたんじようおめでとう 時ソデ 10月 3日 70歳 金原|官

版|逆児祐介 9月25日(秀一長男)大和町 河 回 保 夫 10月 7日 54歳 神丘 IC
• 1 西元仰悩 9月30日(正貨長男)緑 町 秋元ハナ 10月10日 75歳 22寿 l盟 |吉

弘j 後藤悠介 10月 9日(光生長男)花石 境問 ;o'i!; 10月14日 76歳 八 束 | 口

，3 1 J:lli 英行 10月 8日(広美 2男)昭町 小型} 明 10月31日 81歳 高美町|口

富 '''0''.. I~ I....'- "，-，-" _，_，-'-""'" l:!j 呂| 白岩 政 治 10月 8日(秋芳 2射)末広町 |骨

骨 、|古

代 訂正お詑びについて 18 問、 -，-..--- 1"υ 
~ 1 1 11月号町広報紙のぬI肢の中で4ページの「美利河ダム定礎式Jの言珂:で、ダム円規絞について 1: 

~ I I tl""i~ Iコンクリ i部/山¥ {山11Oy:{!.Ul-r̂1 t~ O)-r"~T "iF t-;: ;h';TFIÍII I-l-f*-r Ig 堤Jl'i長 I. _ _ '::.1:: 1は1::: 1の誤りでしたので訂正お詑ぴ申し上げます。 li=i
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